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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　衛星状態予測器と測位システムを含む装置であって、
　前記衛星状態予測器が、複数の衛星から以前に受信された有効期間の切れた放送軌道暦
を使用して、現在の衛星状態を計算するように動作可能であり、
　前記測位システムが、現在の放送軌道暦が利用できない場合に、前記装置の位置を確定
する際に、前記現在の衛星状態を使用するように構成されている装置。
【請求項２】
　前記複数の衛星がＧＰＳ衛星であり、前記測位システムがＧＰＳ測位システムである、
請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記ＧＰＳ衛星状態予測器が、前記ＧＰＳ衛星の運動方程式を数値積分することで、現
在の衛星状態を計算するように構成されている、請求項２に記載の装置。
【請求項４】
　前記ＧＰＳ衛星状態予測器が、現在の月のパラメータ、現在の太陽のパラメータ、現在
の地球回転パラメータ、太陽輻射圧パラメータ、ｙバイアスパラメータからなるグループ
から選択される少なくとも１つのパラメータを計算するように構成されており、
　前記ＧＰＳ衛星状態予測器がさらに、前記数値積分の前に、前記少なくとも１つのパラ
メータに従って前記運動方程式を調整するように構成されている、請求項３に記載の装置
。
【請求項５】
　前記ＧＰＳ衛星状態予測器が、級数表現を使用して前記少なくとも１つのパラメータを
計算するように構成されている、請求項４に記載の装置。
【請求項６】
　前記級数表現が、累乗とシヌソイドの級数表現である、請求項５に記載の装置。
【請求項７】
　前記級数表現が、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅおよびｗを定数、ｔを現在時刻としたときに、Ａ
＋Ｂｔ＋Ｃｔ２＋Ｄｃｏｓ（ｗｔ）＋Ｅｓｉｎ（ｗｔ）の形式で表現される、請求項６に
記載の装置。
【請求項８】
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　前記測位システムがさらに、現在の放送軌道暦が利用可能な場合に、その現在の放送軌
道暦を使用して前記現在の衛星状態を確定するように構成されている、請求項１に記載の
装置。
【請求項９】
　前記衛星状態予測器が、プロセッサを備える、請求項１に記載の装置。
【請求項１０】
　複数の衛星から放送軌道暦を受信し、前記複数の衛星の衛星状態を確定する工程と、
　前記衛星状態を格納する工程と、
　前記受信された放送軌道暦の有効期間が切れた後に、前記格納された衛星状態を使用し
て前記複数の衛星についての運動方程式を数値積分し、現在の衛星状態を確定する工程と
、
　受信機において、前記複数の衛星から衛星信号を受信し、複数の疑似距離測定値を提供
する工程と、
　前記疑似距離測定値と前記現在の衛星状態とを使用して、前記受信機の第１の位置を計
算する工程を含む方法。
【請求項１１】
　現在の放送軌道暦と前記受信された衛星信号とを使用して、前記受信機の第２の位置を
計算する工程をさらに含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　現在の月のパラメータ、現在の太陽のパラメータ、現在の地球回転パラメータ、太陽輻
射圧パラメータ、ｙバイアスパラメータからなるグループから選択される少なくとも１つ
のパラメータを計算する工程と、
　前記数値積分の前に、前記少なくとも１つのパラメータに従って前記運動方程式を調整
する工程をさらに含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　前記少なくとも１つのパラメータを計算する工程が、前記現在の月のパラメータ、前記
現在の太陽のパラメータ、前記現在の地球回転パラメータ、前記太陽輻射圧パラメータ、
前記ｙバイアスパラメータを計算する工程を含む、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記現在の月のパラメータ、前記現在の太陽のパラメータ、前記現在の地球回転パラメ
ータ、前記太陽輻射圧パラメータ、前記ｙバイアスパラメータを計算する工程が、複数の
級数表現の値を確定する工程を含む、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記級数表現のそれぞれが、累乗とシヌソイドの級数表現である、請求項１４に記載の
方法。
【請求項１６】
　前記級数表現のそれぞれが、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅおよびｗを定数、ｔを現在時刻とした
ときに、Ａ＋Ｂｔ＋Ｃｔ２＋Ｄｃｏｓ（ｗｔ）＋Ｅｓｉｎ（ｗｔ）の形式で表現される、
請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　過去の衛星状態を処理して前記定数Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅおよびｗを確定する工程をさら
に含む、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記定数Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅおよびｗを不揮発性メモリに格納する工程をさらに含む、
請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記定数の有効期間が切れたかどうかを判断する工程をさらに含む、請求項１７に記載
の方法。
【請求項２０】
　前記有効期間が切れていた場合に、前記定数を再計算する工程をさらに含む、請求項１
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９に記載の方法。
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